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市立静岡病院における尿路結石症の臨床的検討
一結 石成分 分 析 お よび尿 中 カル シ ウム ,尿 酸排 泄 量 につ いて一
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   Stone analysis was performed for 216 urinary calculi which were obtained from 205 patients in 

our hospital from January, 1980 to June, 1984. 
   The results revealed 161 calcium stones, 21 uric acid stones, 19 struvite stones, 2 cystine stones 

and 13 others. 

   Sixty one of the 205 patients (male 44, female 17) and 19 controls (male  11, female 8) were in-

vestigated for 24-hour urine calcium and uric acid. Forty seven of the patients had calcium stones, 

7 of the patients had uric acid stones and 7 of the patients had struvite stones. 

   The mean 24-hour urine calcium level was  146.8+76.5 mg/day for the male controls and 

 139.1+69.9 mg/day for the female controls. The mean 24-hour urine uric acid level was  528.1+ 

132.6 mg/day for the male controls and  362.0+135.2 mg/day for the female controls. 

   The mean 24-hour urine calcium level for the male calcium-stone group was  214.6+96.8 mg/day, 

and it was significantly higher than that for the male controls  (p<0.05). 

   The 24-hour urine analysis revealed abnormalities in 17 urolithiasis patients (27.9 %) including 

hypercalciuria in 11 patients (18.0%) and hyperuricosuria in 9 patients (14.1%). 

Key words: Urolithiasis, Stone analysis, Urinary calcium and uric acid

緒 言

尿路結石症に対すや結石成分分析や尿生化学検査

は,簡 便であり臨床上有用な情報を得ることができ

る.

今回,当 院において挫取した尿路結石の分析結果を

集計するとともに,入 院結石患者の尿中カルシウムお

よび尿酸値の測定をおこなったので,そ の結果を報告

する.

対 象お よび 方法

A、 結石成分分析

*現:県 立那覇病院泌尿器科'

**現=京 都市立病院泌尿器科
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1980年1月 より1984年6月 までに,市 立静岡病院泌

尿器科にて自然排石あるいは手術によって採取した尿

路結石は216個(205症 例)で あ り,こ れについて赤外

線分光分析をおこなった.ま た結石患者の性別 ・年齢

や,結 石の発生部位,単 発 ・多発の別についても調査

した.

なお,結 石成分は吉田1)の 分類に準じて,穆 酸カル

シウムとリン酸カルシウムの各単独または混合結石を

カルシウム結石 とし,尿 酸または尿酸塩結石を尿酸結

石 とし,リ ン酸マグネシウムアンモニウムを含む結石

をリン酸マグネシウムアンモニウム結石 とした.

B,尿 中 カルシウム・尿酸値測定

1980年1月 より1984年6月 までに当科に入院し,結

石分析を施行した尿路結石患者61例 を対象とした.ま

た,悪 性疾患や内分泌 ・代謝疾患をもたない他科入院

患者19例 を対照 とした.結 石群は男子が磁例(21歳 ～

89歳,平 均41.4歳),女 子が17例(21歳 ～58歳;平 均

40.2歳)で,対 照群は男子が11例(17歳 ～59歳,平 均

37。6歳),女 子が8例(26歳 ～68歳,平 均46.3歳)で

あった.

結石群および対照群に病院普通食(カ ルシウム400

mg/day,リ ン1,loomg/day)を 摂取させ,24時 間尿

中のカルシウムおよび尿酸値を測定した.結 石群では

2目 間以上測定しその平均値をとり,対 照群では1日

のみの測定とした.検 査方法は,カ ルシウムはOCPC

法,尿 酸はUricasePeroxidase法 を用いた.

結石成分に より,結 石群を3群(カ ルシウム結石

群,尿 酸結石群,リ ン酸マグネシウムアンモニウム結

石群)に わけ,男 女別に各群における尿中カルシウム

および尿酸値の平均をもとめ,対 照群と比較した.

さ らに,対 照群の測定値に基いて高カルシウム尿症

と高尿酸尿症を定義し,結 石群における高カルシウム

尿症および高尿酸尿症の頻度に?き 検討 した.

結 果

A。 結石成分分析結果(Table1)

結石216個 中カルシウム結石が161個(74.5%),尿

酸結石が21個(9.7%),リ ン酸マグネシウムアンモニ

ウム結石が19個(8.8%),シ スチン結石が2個(0.9

%)で あ った.カ ルシウム結石のうち,蔭 酸カルシウ

ムとリン酸カルシウムの混合が97個,蔭 酸カルシウム

単独が63個,リ ン酸カルシウム単独が1個 であった.

結石の発生部位は,上 部尿路が197個(91.2%),下

部尿路が19個(8.8%)で あった.

結石患者数は205例 で,男 子が147例,女 子が58例

で,男 女比は2.5で あ った.年 齢は17歳 か ら90歳 ま

で,男 子の平均年齢は42.8歳,女 子は40.2歳 であっ

た.

また単発および初発(以 下単発)患 者 と,多 発また

は再発(以 下多発)患 者にわけると,単 発が109例 で

多発が96例 であった.

B.尿 中 カルシウム ・尿酸値測定結果

1)結 石群の構成(Table2)

入院 し尿中カルシウム ・尿酸値の測定をおこなった

結石症例は,カ ルシウム結石が47例(77.0%),尿 酸

結石が7例(IL5%),リ ン酸マグネシウムアンモニ

ウム結石が7例(ll.590)で あ った.

結石の発生部位は,上 部尿路が54例(88.5%),下

部尿路が7例(11.5%)で あった.ま た,単 発患者が

28例,多 発患者が33例 であった.

Table1. Resultsofstoneanalysis量nShizuokaGityHospitalfromJa職uary,

1980toJune,1984

Maユe FemaLe mo七 εこ

OaZciu皿S七 〇nes

UricacidS七 〇neβ

S七rnzVjL七e8七 〇neB

Cy帥inestones

〇七hers

129(80・=L%)32(58・2%)ユ 。61(74●5%)

17(10・6%)

5(3.■%)

ユ(O.6%)

9(5.6%)

4(7.3%)

14(25・5%)

1(1.8%)

4(7.3%)

2ユ(9●7%)

19(8●8%)

2(O.9%)

ユ.3(6●O%)

皿〇七a工 161 55 216
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Table2.Compositionofurolithiasisgroup

MaこLe Fe皿aユe 田〇七aユ

Caユ.ciumS七 〇頚Les

uricacidstones

S七 瓢vi七eS七 〇nes

36

7

1

11

0

6

47

7

7

田〇七al 44 17 61

Table3. Twentyfour-hourur三necalciumIevelsincontrolsand

urolithiasispatients(mg/day)

Male

'

Femaユe

σon七rols

Caユciu皿s七 〇】ユes

Uricacids七 〇nes

S七ruVi七eS七 〇nes

■46●8=』76・5

(n;li)

214●6二 とg6●8N

(n=36)

=L].401士63・8

(n=7)

214.3

(n=1)

139・=L止69●9

(n言8)

143●9=と88。g

(n=:1)

■97。1土110・4

(n二6)

xSignifica皿 七lyhigher七hancon七ro=Ls(Pく0
●05)

Table4.Twentyfour・hoururineuricacidlevelsincontrolsand

urolithiasispatients(mg/day)

蟹ale Female

σon七rolS

Calciums七 〇ne5

uricacids七 〇nes

S七r'[vi七es七 〇】ユes

528●1止 ユ,32・6

(n=ll)

606●4土Zgl.8

(n=36)

598●0=と266・7

(n=7)

374.2

(n=1)

362●O土],35●2

(n罵8)

426・6圭113●4

(n=1⊥)

460・8± 工14・0

(n;6)

917
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2)結 石成分別の尿中カルシウム ・尿酸値の平均

結石成分別に男女の尿中カルシウム ・尿酸値の平均

をとり,対 照と比較した(Table3,4).

この うち,男 子カルシウム結石群の尿中カルシウム

値は2ユ4.6mg/dayで,対 照群男子の146.8mg/day

と比較して有意に高値を示 した(P<0.05).

3)結 石患者における高カルシウム尿症 ・高尿酸尿

症の頻度

対照群の平均値+2SDを もとめると,尿 中カルシ

ウム値は男子が299.8mg!day,女 子が278.9mg/day

で,尿 中尿酸値は男子が793.3mg/day,女 子が632.4

mg/dayで あった.

これらの値以上を高カルシウム尿症および高尿酸尿

症と定義し,結 石患者における高カルシウム尿症 ・高

尿酸尿症の頻度を調べた(Table5).

この結果,結 石患者61例 中,高 カルシウム尿症はII

例(18.0%),高 尿酸尿症は9例(14.1%)で あ り,

全体 として17例(27.9%)に 異常(高 カルシウム尿症

または高尿酸尿症)を 認めた.

4)結 石成分別の高カルシウム尿症 ・高尿酸尿症の

頻 度(Table6)

カル シ ウム結 石47例 屯 高 カル シ ウ ム尿症 は9例

(19・1%),高 尿 酸 尿 症 は6例(12.0%)で12例(25.5

%)に 異 常 を認 め た.

尿 酸結 石7例 中,高 カル シ ウ ム尿 症 は認 め ず,高 尿

酸 尿 症 を2例(28.6%)を 認 め た.

リン酸 マ グネ シ ウム ァ ソモ ニ ウ ム結 石7例 中,高 ヵ

ル シ ウ ム尿症 は2例(28.6%),高 尿 酸 尿 症 は1例

(14。3%)で,3例(42.9%)に 異 常 を認 め た.

5)発 生部 位 別 の高 カル シ ウ ム尿 症 ・高 尿 酸 尿 症 の

頻 度(Table7)

上 部 尿路 結 石54例 中,高 カル シ ウ ム尿 症 は9例(16,7

%),高 尿 酸 尿症 は9例(16.7%)で,15例(27.8%)

に 異 常 を 認 め た.

下 部 尿路 結 石7例 中,高 カル シ ウ ム 尿 症 は2例

(28.6%)で,高 尿 酸尿 症 は 認 め な か った.

ち なみ に,上 部 尿路 の カ ル シ ウ ム結 石 は43例 あ り,

この うち で 高 カル シ ウム尿 症 は7例(16.3%),高 尿

酸 尿症 は6例(1虫0%)で,10例(23.3%)に 異 常 を

認 めた.

Table5.Incidenceofhypercalciuriaandhyperuricosuriainurolithiasispatients

侍 Male(n昌44) Female(n;=L7) To七a1(n=61)

Hypercalciuria 8(18●2%) 3(17。6%) i1(⊥8.0%)

HyperuricosurLa 8(17.O%) エ(5.9%) 9(14・1%)

Hypercalciuria

ana/。r

Hyper'urtcosuTLa

13(29●5%)x4(23・5%) ■7(27●9%)

砦3patien七swerebo七hhypercaユciu血candhype=vuricosuエic
.

Table6. Incidenceofhypercalciuriaandhyperuricosuriaincalcium。uricacid

andstruvitestonegrouPs

Calciums七 〇neU=ricacids七 〇neStruviもes七 〇ne

(n=47)(n=7)(n=7)

Hypercalciuria

Hypernutoosu罰La

Hypercal .ciuria
and/。r

Hyperuric◎Suria

9(19・=L%)

6(ユ 。2●O%)

0

2(28・6%)

].2(25・5%)x2(28●6%)

2(28・6d/o)

1(■4.3%)

3(42D9%)

・3pa七ientsw・r・b。 七hhyp・rcalciuri・a・ ・dhyp・runtc。su「ic・
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Incidenceofhypercalciuriaandhyperuricosuria量n

upPerandIowerur圭narytractstonepatients

919

Upper(n=54) Lower(n=7)

Hyper℃a].ciu血a

Hyperuricosurta

Hypercalciuria

andノ 。r
HyperuriC◎suria

9(16●7%)

9(=L6・7%)

=L5(27・8%)x

2(28・6%)

0

2(28●6%)

x3pa七ien七swerebo七hhyperca工ciuZi ,candhyperuricosurrLc●

Table8. Incidenceofhypercalciuriaandhyperuribosuriainsingleand

multiplestonepatients

Si㎏=Le(n」=28)Muユ 七ip=Le(n=33)

Hypercalciuria 3(10。7%) 8(24.2%)

Hyperuntcosuri.a 4(■4●3%) 5(=L3●9%)

Hypercal .ciuria
a;nd/。r

Hy=peruricosuria

6(2=L●4%)x=Ll(33σ3%)xx

x■pa七ientvlasb。 七hhypercalciurtcandhyper'uLntc・surie・

xx2pa七ien七swereb・ 七hhypercalciuricandhyperuric。suric・

6)単 発 ・多 発 別 の 高 カ ル シ ウム尿 症 ・高 尿 酸 尿症

の頻 度(Table8)

単発 結 石28例 中,高 カ ル シ ウ ム尿 症 は3例(10.7%o),

高 尿 酸尿 症 は4例(14.3%)で,6例(21.4%o)に 異

常 を認 め た.

多発 結 石33例 中,高 カ ル シ ウ ム尿 症 は8例(24.2%),

高 尿 酸 尿症 は5例(13.9%)で,11例(33.3%)に 異

常 を認 め た.

考 察

今回の結石集計結果 と,1979年 の全国調査結果1)を

比較すると,結 石患者の男女比や部位別頻度はほぼ類

似した値を示したが,結 石成分を比較すると,わ れわ

れの症例において尿酸結石の頻度が高 く,リ ン酸マグ

ネシウムアンモニウム結石の頻度が低い傾向がみられ

た。

結石成分の比率が地域によって異なることは,全 国

調査で指摘されてお り,今 回の結果 も静岡における地

域的特異性を反映しているのかもしれない.

つ ぎに,結 石患者の尿中カルシウムおよび尿酸値の

測定により,結 石患者における高カルシウム尿症の頻

度が18.0%,高 尿酸尿症の頻度が14.1%と い う結果を

得た.高 カルシウム尿症や高尿酸尿症の定義について

は,食 事条件も含めて 各施設によって一定でないた

め,単 純な比較はできないが,今 回の結果は過去の報

告とほぼ同程度の頻度を示 した2--6).

結石成分別にみると,カ ルシウム結石や尿酸結石に

おける高カルシウム尿症や高尿酸尿症の関与は十分予

想されたが,本 来感染結石と考えられる リン酸マグネ

シウムアンモニウム結石のなかに も高カルシウム尿症

や高尿酸尿症を認めた点は興味深い.

異常を認めた3症 例を検討すると,す べて リン酸マ

グネシウムアンモニウムとカルシウム結石との混合結

石であ り,カ ルシウム結石に2次 的に感染が加わ って

生 じたsecondarily三nfectedstoneの 可能性が考え

られる7).

発生部位別にみると,下 部尿路結石にも高カルシウ

ム尿症を2例 認めた.2例 ともカルシウム結石症例で
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あ り,下 部尿路結石においても尿流停滞以外の要因が

関与しうるものと思われる.

単発 ・多発別にみると,や はり単発例と比較して多

発例に多く異常を認めた.

現在,尿 路結石とくにカルシウム結石 の成 因 とし

て,尿 中カルシウム ・尿酸 ・蔭酸 ・クエン酸などの関

与が重要視され,結 石の再発予防を目的とした薬物療

法が試みられている8).

われわれも今後は,今 回報告した結石分析や尿中カ

ルシウム・尿酸測定のほかに,尿 中蔭酸 ・クエン酸な

どの測定を含めた検査のプログラムを検討していきた

いと考える.

結 語

市立 静岡病院 泌尿器科 において,1980年1月 より

1984年6月 までに採取した尿路結石の成分分析結果を

集計した.ま た,こ の間に入院結石患者の尿中カルシ

ウムおよび尿酸値の測定をおこなったので,そ の結果

を報告した.

なお,本 論文の一部は第426回 日本泌尿器科学会東京地方

会 において発表 した.ま た,御 高閲を賜わ った京都大学吉田

修教授に深謝いた します.
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